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東邦テナックス株式会社 
 

 帝人グループで炭素繊維事業を展開している東邦テナックス株式会社（本社：東京都 

千代田区、社長：三嶋 孝司）は、9月15日～17日に中国の北京で開催される「チャイナ

コンポジットエキスポ 2010」（以下「ＣＣＥ2010」）に出展します。 

「ＣＣＥ2010」は、毎年開催されているアジア最大級のコンポジット（複合材料成型品）

展示会で、今年は約 350社が出展することになっています。東邦テナックスは、2002年

以降、9年連続、9回目の出展となります。 

 今回の展示内容は、エアバスＡ380の 2階の床を支えるフロア・クロス・ビーム

（炭素繊維複合材料を使用した桁材）をはじめ、近年、携帯端末や自動車などの

エネルギー源として注目される燃料電池の電極を構成するガス拡散層（ＧＤＬ）基材、

超軽量炭素繊維織物、炭素繊維「テナックス®」の繊維サンプル、および繊維性能や
具体的成型品を紹介するパネルなどです。 

東邦テナックスは、本年6月に上海事務所の人員を増強し、中国市場への取り組みを

さらに充実させるとともに、シンガポール事務所を開設し、今後需要が拡大していく

アジア市場に向けて積極的に展開していくこととしています。 

東邦テナックスは、このたびの「ＣＣＥ2010」の出展を契機として、中国市場における

炭素繊維のプレゼンス向上と東邦テナックスの認知度アップを積極的に推進し、

スポーツ・レジャーなどの既存用途に加え、風力発電用ブレード、建設・土木資材、

圧力容器向けなど、産業用途における新規顧客獲得や市場開拓を目指します。 
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アジア最大級規模のコンポジット展示会 
「チャイナコンポジットエキスポ 2010」に出展します 

【当件に関するお問合せ先】 

帝 人 株 式 会 社  広報・ＩＲ室（担当：渡辺）  TEL:(03)3506-4055 

東邦テナックス株式会社  人事・総務部（担当：藤井） TEL:(03)3506-6504 

帝人グループの最近の話題をお知らせします 


